
 

 

 

 

 

災害は「いつか」ではなく、「いつ起きてもおかしくない」 

～この夏の災害から学ぶ命の守り方～ 

校長 西村 浩  

今日から 2 学期がスタートしました。子供たちの登校の様子を見ると、元気に笑顔で挨拶する子、

友達と楽しそうに話をしている子、少し疲れている子など様々でした。 

２学期も子供たちが笑顔を絶やさず安心安全に学校生活を過ごせるよう、教職員一同尽力してまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、2026 年の夏、私たちは相次ぐ自然災害を目の当たりにしました。 

7 月 28 日には令和 8 年熊本地震が発生し、8 月 4 日には台風 13 号が小笠原諸島に最接近しました。

また、8 月 13 日から 14 日にかけては千葉県で記録的な豪雨となり、河川の氾濫や浸水、土砂災害な

ど、大きな被害が発生しました。このたびの災害でお亡くなりになられた方々に、心より哀悼の意を

表し、被災された皆さまにお見舞い申し上げます。 

これらの災害を通して改めて感じるのは、「災害はいつか起こるもの」ではなく、「いつ、どこで

起きてもおかしくない」ということです。地震は突然発生し、建物の倒壊や家具の転倒、停電、断水

など、私たちの生活を一瞬で大きく変えることがあります。一方、台風や大雨はある程度予測できて

も、短時間で状況が急激に悪化し、河川の氾濫や浸水、土砂災害などにつながることがあります。 

また、災害は一つだけではなく、停電や断水、交通への影響など、複数の被害が同時に起こること

もあります。特に注意したいのが、「ハザードマップの区域外だから大丈夫」という考え方です。 

ハザードマップは重要な情報ですが、すべての危険を示しているわけではありません。千葉県の豪

雨でも、浸水被害の報告の約半数が浸水想定区域の外で発生したとの分析があります。だからこそ、

ハザードマップだけで判断するのではなく、雨の降り方や河川、道路、周囲の地形など、その時の状

況を見ながら判断することが大切です。そして、命を守るために重要なのが、「早めに判断し、早め

に行動すること」です。特に、高齢者や小さな子供、障害のある方など、避難に支援が必要な人がい

る場合は、早めの声かけが必要です。夜間や停電時は避難が難しくなるため、危険が大きくなる前に

安全な場所へ移動することを意識する必要があります。また「避難」とは、必ずしも避難所へ行くこ

とだけではありません。自宅の上階へ移動したり、親戚や知人の安全な家へ移動したりすることも、

自分の命を守るための避難です。 

では、今日から何ができるでしょうか。 

まず、自宅や職場周辺の災害リスクをハザードマップで確認し、改めて避難先や避難経路を考えて

おく。次に、家族や職場、地域で、災害時の連絡方法を決めておく。電話がつながらない場合にどう

するかも、平常時から話し合っておくことが大切です。そして、水や食料だけでなく、携帯トイレ、

モバイルバッテリー、懐中電灯など、停電や断水に備えたものも準備しておきましょう。 

災害は、私たちの都合に合わせて起こるものではありません。熊本の地震、小笠原諸島に接近した

台風 13 号、そして千葉県の豪雨。災害の種類は違っても、私たちが学ぶべき教訓は共通しています。 

それは、「早く情報を得て、早く判断し、早く行動すること」です。災害をなくすことはできません

が、備えることで被害を小さくすることはできます。「いつか災害が起きたら考えよう」ではなく、

「今日、災害が起きたらどうするか」を考えておく。この夏の災害を単なるニュースで終わらせず、

自分自身や大切な人の命を守るための教訓として、今日から備えていきましょう。 
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遠泳大会                                              

 快晴の空、穏やかな海、絶好の遠泳日和に多くの関係者の皆 

様、保護者の皆様に見守られながら、７月５日（日）に遠泳大 

会が実施されました。 

低学年は、フラフープを用いて水に親しみました。フラフー 

プを魚のように潜ったり、イルカの様に跳び越えたりなど、海 

で楽しく水慣れ遊びをしました。水泳指導が始まったばかりの 

頃は、水が怖くて顔をつけられなかった児童も、遠泳大会当日 

では臆することなくざぶざぶと海中を動き回りました。 

 中学年は、１００ｍのチャレンジスイムを各々のペースで何 

度も泳ぎました。４年生は、来年の遠泳を見据えて繰り返し 

チャレンジし、多く泳いだ児童は８００ｍも泳ぎました。３年生も４年生に引っ張られながら一生懸命

に取り組んでいました。「泳ぐことが好きになってきたー！」と笑顔を見せる場面もありました。 

 高学年は、この日に向けて練習した成果を存分に発揮しました。ただ泳ぐだけでなく、隊列を組むこ

と、互いに励まし声を掛け合いながら泳ぐことを意識して練習してきました。本番では練習の倍以上の

距離を泳ぎます。チクサクコールで心を一つにしながら泳いでゴールに向かって来る５、６年生の姿は、

心を打たれるものがありました。最後には、１年生から６年生まで皆でコールをして応援し、最後尾の

遠泳者を迎えました。児童、先生方、見守ってくださった保護者の皆様、みんなの心が一つに合わさり

小笠原小学校が一つになった感動的な瞬間でした。 

 協力してくださった関係者の皆様、保護者の皆様、ありがとうございました。 

６年 南島遠足                                      
６月３０日（火）に６年生は「南島遠足」に行きました。

天気も海況も良い最高の条件下でした。 

海では、ハシナガイルカの群れが見られました。子イルカ

も見ることができ、子供たちは大興奮でした。 

南島では、海鳥、アオウミガメの学習を行い、今までの学

習の振り返りにつながりました。「カツオドリやミズナギドリ

の巣が歩いているすぐそばにある。」「南島にも産卵に来てい

るんだ。」と現地で見たり聞いたり触ったりする実体験の中で

有意義な学習を進めることができました。 

お弁当は、船の上でおいしくいただきました。最後にキャ

ベツビーチでシュノーケリングを楽しみ、とてもよい思い出

となりました。関係者の皆様、たくさんのご協力、ありがと

うございました。 

ヤシの木学級２組 紹介                                    

特別支援学級「ヤシの木学級２組」は開設から４年目を迎えました。ヤ

シの木学級２組では、児童の実態に合わせて学年の教科学習や自立活動の

学習に取り組んでいます。教科学習では、学習内容や量を調節したり、学

習方法を変えたりしながら、自分の学年の学習に取り組んでいます。また、

児童の成長などに合わせて、通常学級で一緒に学習する交流学習の時間も

あります。休み時間に友達と絵を描いたり、ヤシ１組と合同で体を動かす

授業をしたりと、様々な楽しい活動を行っています。１学期には、係活動

としてオリジナルの漫画やクイズを作って交流学級で発表し、友達に楽し

んでもらうこともできました。 

ヤシの木学級２組では、個々の得意なことを生かし、日々の児童の「で

きた」や笑顔を増やすとともに、児童が着実に成長していけるように今後

もご家庭や地域と連携しながら、支援・指導をしてまいります。 

 



村学力調査結果                                     

村学力調査は、２～６年生が４月２７日に実施し、前学年で学習した内容が出題されます。今年度 

は、どの教科においても、昨年度の結果よりも正答率が上がっていました。しかし、学年や教科によ

って学習内容の定着に差が見られ、全国平均を下回る結果もありました。 

課題として、主に国語科では、「書くこと」の分野、算数科では、「データの活用」の分野に正答 

率の低さが見られました。３年生から学習が始まる理科では、「光のせいしつ」「じしゃくのせいし

つ」などの「物質・エネルギー」の分野、社会科においては、「市の様子の移り変わり」「都道府県の

様子」などの「地域の人々の生活や安全、人々の暮らし」の分野に課題が見られました。 

今後は、学力調査の結果をもとに、児童の正答率を向上させていくための授業改善を図り、指導を

充実させていきます。個別学習を通じて基礎基本の定着を図ったり、既習の学習の振り返りをしっか

りと行ったりして学力の定着を目指していきます。 

本校では、児童の「〇〇したい」があふれる生活科・社会科の授業づくりを目指し、校内研究を進

めています。学力調査の結果から見えてきた成果や課題も生かしながら、基礎・基本の定着を図ると

ともに、児童が主体的に「〇〇したい」と思える授業づくりに取り組んでいます。今後も授業改善推

進プランを作成・実践し、一人一人の学びの充実につなげてまいります。 

学習内容の定着には、学校と家庭が連携して取り組むことが大切です。ご家庭でも家庭学習の時間

の確保や励ましの声掛けなど、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

村学力調査の概要 

時期 対象学年 教科等 

５月 ２～６年 ２・３年 国・算 
４～６年 国・社・算・理 

３～６年 
学習・生活に関する意識調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



行事予定表（８・９月）                            
日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

8/27 木  始業式  始業式（全学年 弁当なし、４時間授業） 4 4 4 4 4 4 

28 金  安全指導  弁当なし４時間授業 4 4 4 4 4 4 

29 土 出          

30 日           

31 月  全校朝会 牛乳 弁当始、委員会 4 5 5 5 6 6 

9/1 火 入  牛乳 避難訓練 5 5 5 6 6 6 

2 水  仲良し班遊び 牛乳  4 4 5 5 5 5 

3 木   ﾖｰｸﾞﾙﾄ 発育測定（１～３年） 5 5 6 6 6 6 

4 金 出  牛乳 
発育測定（４～６年）、１～３年弁当なし、ＳＣ 

保護者会（低 13:30、高 14：30） 
4 4 4 5 5 5 

5 土           

6 日           

7 月 入 全校朝会 牛乳 運動会特別時間割始、クラブ 4 5 5 6 6 6 

8 火   牛乳  5 5 5 6 6 6 

9 水  児童集会 飲ﾖｰｸﾞﾙﾄ 5 年夢の教室 4 4 5 5 5 5 

10 木 出  
６年 

牛乳 

研究授業 ※６年   弁当あり５時間授業 

      ６年以外 弁当なし４時間授業 
4 4 4 4 4 5 

11 金   牛乳 ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

12 土           

13 日 入          

14 月  全校朝会 牛乳  4 5 5 6 6 6 

15 火  運動会練習 
ヤシ教室 

牛乳 

運動会全校練習① 

研究授業 ※ヤシ教室   弁当あり５時間授業 

      ヤシ教室以外 弁当なし４時間授業 

4 4 4 4 4 4 

16 水 出 運動会練習 牛乳 運動会全校練習②、６５母島移動教室説明会 4 4 5 5 5 5 

17 木  運動会練習  
運動会全校練習③（高校で実施）、弁当なし４時間授業、

地域班登下校 
4 4 4 4 4 4 

18 金   ﾖｰｸﾞﾙﾄ ６年運動会係打ち合わせ 5 5 5 5 5 6 

19 土 入   土曜授業、弁当なし４時間授業、運動会全校練習予備日 4 4 4 4 4 4 

20 日           

21 月    敬老の日       

22 火 出   国民の休日       

23 水    秋分の日       

24 木    
運動会予行練習（高校で実施）、弁当なし４時間授業、地

域班登下校 
4 4 4 4 4 4 

25 金   牛乳 運動会予行演習予備日、ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

26 土 入   運動会前日準備、弁当なし４時間授業 4 4 4 4 4 4 

27 日    連合運動会（高校で実施）、弁当なし４時間授業 4 4 4 4 4 4 

28 月    振替休業日       

29 火 出   振替休業日       

30 水  安全指導 牛乳  5 5 5 5 5 5 

10/1 木   牛乳 都民の日 5 5 6 6 6 6 

2 金   牛乳 ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

3 土 入          

4 日    連合運動会予備日①       

5 月  全校朝会 牛乳 委員会、連合運動会予備日② 4 5 5 5 6 6 

【お知らせとお願い】 

・予定に変更があった場合は、学級通信等でお知らせします。 

・「行事」の欄のＳＣは、スクールカウンセラーの来校日となります。 

・牛乳、ヨーグルト飲料、ヨーグルトの提供日は、入出港や賞味期限の関係で入れ替わることがあります。 

 

 


